
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地図に関する学習は小学校　3　年生から始まります。 
小学校の　3　年生と　4　年生の社会科で使う教科書は、　3　・

　4　年生用の上と下の　2　冊になっています。 
10年ほど前は、地域の学習について小学校　3　年生で市
町村、小学校　4　年生では県までを中心に扱ってきたので、
それぞれの教科書がありました。現在は、　3　年生と　4　年
生の社会科の目標と学習内容について、地域に関する学
習が弾力的に行えるなどの理由で　2　学年にまとめられた
ため、　3　・　4　年生用の教科書ということになっています。 
地域の学習については、まず学校の周りから学習を始

めます。探検（調査）したことを絵地図にまと
めたり、出来上がった地図を高い所から見える
景色と比べたりします。さらに、学校の周りか
ら町内全体、土岐市全体へと学習の対象が広が
っていきます。地図を作るときには、併せて地
図記号も学習します。 
＜地図記号についてワンポイント＞ 
地図記号は、地図を製作した機関・国・時期・
縮尺・図式などによって異なり、統一されたも
のは存在しません。日本では国土地理院が地図
記号を定めています。最近では、2002年に「博
物館」と「図書館」が追加され、2006年に「老
人ホーム」と「風力発電用風車」の記号が、小
中学生を対象にした公募を経て決定され、追加
されました。 

　　（博物館）　　　　　（図書館） 
 

　　（老人ホーム）　　　（風力発電用風車） 


